















児童の Peak Bone Mass の獲得に向けた取り組みについて
- 保護者の認識 -
Parental Awareness of Efforts to Help Children Acquire Peak Bone Mass
実践報告



























生に、長期（５年間：2015 ～ 2019 年度）にわた
る介入研究を行っている。その目的は、地域保健，
学校保健の協働によって，成長発育期にある児童
Kozue Mistuyasu Saori Yamada Yasue Sakai Tomomi Ogata Kazue Matsuo
2
　光安　梢 他





































































































































































25 歳以下 0 0.0
26 ～ 30 歳 9 5.1
31 ～ 35 歳 28 15.7
36 ～ 40 歳 58 32.6
41 ～ 45 歳 65 36.5
46 ～ 50 歳 15 8.4
51 ～ 55 歳 2 1.1
56 ～ 60 歳 0 0.0
61 ～ 65 歳 0 0.0
66 ～ 70 歳 1 0.6
合計 178 100.0
表 ３ 年齢構成
図 １ 子どもの生活習慣改善が必要と感じている項目（件数 ,％）
図 ２ 健康づくりプロジェクトの周知度
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児童の Peak Bone Mass の獲得に向けた取り組みについて - 保護者の認識 -
松尾和枝 , 森中惠子 , 酒井康江他．(2012)．高校生を
対象にした 2年間の生活習慣病予防活動の介入
結果と課題．福岡女学院看護大学紀要 ,3,49-60.




森中恵子 , 松尾和枝 , 山口淑恵他．(2011)．高校生の
生活習慣病予防の自己管理行動形成を目的と
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慣の介入－．千葉大学看護学会誌 ,17 (2) ,21-30.
